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概要

光触媒フィルター用紙のタバコ臭に対する

消臭性能を評価してほしいとの要望が時折寄

せられる。臭気ガス試験容器としてテフロンバ

ッグ、ガス分析方法として検知管を用いる方法

により、この評価が簡便にできるのでそれを紹

介する。

解説

【背景】

最近は健康、快適性の面から室内の空気汚染

原因、例えば花粉や塵、夕バコの煙や臭い、建

材などから発生するホルムアルデヒド、トルエ

ン等の有害ガスの除去のために空気清浄機を

設置するところが増えている。この臭気や有害

ガス成分の除去のために、空気清浄機のフィル

ターに活性炭やゼオライトのような吸着剤が

使用されてきた。しかし、吸着剤の細孔がガス

成分で埋まると効果がなくなるため、最近はこ

の吸着剤と併用して光触媒である酸化チタン

の酸化作用を利用してガス成分を分解するフ

ィルターがよく用いられている。このようなフ

ィルターの消臭性の評価法としては、タバコの

煙を発生させた1m3のボックス中で空気清浄機

を運転し、  タバコの臭気ガス成分の減少度合

いを検知管で測定する方法がある。しかし、こ

の試験方法では大きな設備を必要とし、また、

フィルター材料をシート段階で評価すること

が難しい。そのため、シート状フィルター材料

の簡易なタバコ消臭試験方法が必要となって

いる。

【供試ガスの種類及び濃度】

タバコの煙の成分はタバコの葉の種類、喫煙

方法などで異なり非常に多い。その主な臭気成

分はニコチン、  アルデヒド、酢酸、アンモニ

アである。この中で表１のアセトアルデヒド、

アンモニア、酢酸ガスは検知管で分析が容易で

あり、また、日本電機工業会の家庭用空気清浄

機規格の測定対象ガスであるのでこれらに対

する測定結果を述べる。試験ガス濃度としては

工業会の規格より 3～5 倍濃くし、また、試験

時間も 2 時間の繰り返しが 3 回、計 6 時間とし

た。これは長期間効果が持続するかどうかを確

かめるためである。表１の試験ガス濃度とする

には市販の標準ガスを、試験の際、空気で希釈

する。酢酸のように標準ガスの作製が難しいも

のは密閉容器に少量の試薬を入れ、乾燥機や恒

温恒湿槽などで一定温度に長時間保持し飽和

状態にする。これにより既知濃度のガスが得ら

れる。例えば酢酸ならば 25℃では約 2.1％であ

る。

【テフロンバッグ(臭気ガス試験容器)】

テフロンバッグは 2 口で 5Ｌのものを用いる。

このバッグの紫外線透過性は酸化チタンの光

触媒作用に必要とされる 380μm の波長では

95％以上の透過率である。

【操作】

図１のようにテフロンバッグの下端を約 3cm

切り、そこから試料(7×7cm)を入れ、切り目を

セロファンテープで閉じる。その後、空気３Ｌ

を入れ、所定の試験ガス濃度になるように、シ

リンジ等を使用して標準ガスを注入する。この

バッグをブラックライトの下に試料とランプ

の距離が 10cm になるように置き、30,60,120

分経過後の残留ガス濃度を検知管で測定する。

次にバッグの試験ガスを抜き、新たに空気 3Ｌ

を入れ、所定のガス濃度になるようシリンジな

どでガスを注入する。以上の操作を繰り返し、

試験ガスの注入を 2 回行う。なお、テフロンバ

ッグへの空気の注入は、エアーポンプや、コン

プレッサーから行うが、その際、流量計を用い、

流量と時間で注入量を調節する。



【消臭試験例】

図２は試験ガスとしてはアンモニアガスを、

試料としては酸化チタンを塗布したフィルタ

ー原紙を入れた場合の結果である。最初の 30

分でアンモニアガスの大部分が除去され、それ

以後は除去効果がほとんどなくなっている。ガ

スの注入を 3 回行ってみると、第 1 回目のガス

除去効果は高い。しかし、吸着作用の低下から、

第 2 回、第 3 回の新たなガスの注入では、除去

効果はかなり落ちる。図 3 は上記原紙と吸着剤

(活性炭素繊維)を併用したときの結果で、アン

モニアガスがさらに除去され、除去効果が高く

なることがわかる。

なお、この試験において注入したアンモニア

ガスはテフロンバッグ内壁にも吸着するが、消

臭能の試料間比較はこの方法で十分である。試

料の消臭能を直接測定したいときは、あらかじ

めバッグ内壁の吸着によるガスの減少を求め

ておいて、上記の測定結果からその分を差し引

けばよい。

また、アルデヒド、酢酸についても、消臭効

果を調べたが、ほぼ、同様の結果が得られてお

り、本稿の方法はこれらのガスにも適用できる。
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